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Abstract 

During November 1979, the Hydrographic Department of the Maritim巴 SafetyAgency, in co・

operation with the Geological Survey of Japan, carried out a survey of seabottom crustal structures 

along a straight line 274 km length across the Japan Trench o妊 theJoban District in northeast Japan 

(Figure 1). The survey used a multichannel seismic re畳ectionprofiling method on the Kaiyomaru, 990 

tons JAPEX (Figure 2). 

The authors describe an outline of the structures from the seismic record sections obtained 

from the survey (Figures 3, 4, 5, 6, 7 and 8〕．

The continental slope is formed with sedimentary layers (A, B, C, D and E), 1～3 km thick 

and its basement (F〕， whichare presumably inferred to be the Quaternary to the Tertiary and the 

Cretaceous respectively, bas巴don a comparison with investigations off the Sanriku District (Figure 9〕．

The basement is folded 'in 30～50 km wavelengths on a large scale, and is ab！巴 tobe traced from the 

con tin巴ntalshelf to the 6500 m deep bench. The sedim巴ntarylayers are gently folded with a char-

acteristic change of folding axis in the locality such as a non-turnover type of the shelf break area, a 

turnover type of th巴deepsea terrace area, and a shift type of the trench slope area, accompanied by a 

synthetic fault, an antithetic fault, and a reverse fault, respectively. 

＊海上保安庁水路部測量課 SurveyDivision, Hydrographic Department, Maritim巴 SafetyAgency 

料工業技術院地質調査所 Geological Survey of Japan 
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The outer trench slope which is formed with the upper layers (Ao, Bo), average 0. 7～1.1 km 

in thickness and a basement (Co〕， gentlyslanted to the trench axis, accompanied by some grab巴n

and horst like structures. Furthermore, a part of the upper layers and the basement trac巴 fromth巴

trench axis to beneath the (inner) trench slope, a distance of 50 km with an averag巴inclinationof 5°, 

and 9 km deep under the sea bottom. Beneath the inner trench wall, an accretionary prism-like struc-

ture can be seen. 

A historical development of structures of the contin巴ntalslope is presumably as follows : 

After sedimentation and subaerial erosion of the Cretaceous, it formed large scale foldings 

with 30～50 km wavelengths. Synclinal areas became sedimentary basins of the Paleogene and 

successively incurred a subaerial erosion. In the Neogene, a sedimentary basin extended on all over 

the continental slope area. The lay巴rwas deformed by a tectonic movement. A syncline beneath 

the lower deep sea terrace changed to an anticline axis, and the trench slope area warped down toward 

the trench axis. In the upper Neogene-Quaternary, a sedimentary basin was laid on the continental 

shelf and the deep sea terrace area, or subaerial erosions occurred in almost all anticlinal heights 

during this age. 

1. はしがき

地震発生のメカニズムの解明に必要な海底下の地殻構造を明らかにするため，海上保安庁水路部は 1979年 11

月工業技術続地質調査所の協力を得ながら，東北日本南部常磐沖の日本海溝を横断する海底地殻構造の認査を

行った．この調査は，科学技術庁の昭和54年度特別研究促進調整費による「海底地殻構造および海底地殻活動

に関する総合研究jの一環として実施したもので，マルチチャンネJレ反射法音波探査の手法を用いた．これまで

東北日本におけるこの穫の務査成果として三陸沖が知られているが（例えば O.R.I.U.T,1979〕，常磐沖において

マルチチャンネル反射法音波探査の成果が公表されるのはこれが初めてである．

著者らはこの研究に参加する機会を与えられ，このほど，構造の概括的な解釈を終えた．ここでは，これまで

に分かつた常磐沖の日本海溝を横切る海底地殻構造の概要について記載し，今後の海底地殻構造に関する研究の

一助としたい．

2. 調査

調査誤！J線の位置を Figure1に示す．福島県原町の東約 26km，水深 110mの地点から，第1鹿島海山の北東約

160km，水深約 5000mの地点まで，日本海溝にほぼ直交する西北西東南東方向の長さ 274kmの誤！）線であ

る．

調査は石油資源開発株式会社が請負い，物理探鉱船開洋丸（990トン〕を使って実絡した．マルチチャンネル反

射法音波探査に用いた主な機器は， DFS-V袈デ、ィジタ1レ探鉱機（TI社〕，エアガン 32.8 l×140 kg/cm2 （ボfレ

ト社〕， 48チャンネルストリ｝マーケーブル（SEC社〉である．発音・受音点間隔はともに 50m，受音した音波探

査データはサンフ。ル間隔4ミリ秒，収録時間長，海底下 10秒、とし，磁気テーフ。にディジタノレ収録した．弱査の実

施期隠は 1979年 11月 16日から 18日までの 3s隠で，沖合から陸地に向かって連続5480点のショットによる

デ｝タを得た.Figure2に発音点図（ShotPoint Map）を示す．

収録した音波探査データは複合電子計算装置（IBM370 158）で処理し，共通反射点24重合，深度が音波の往

復に要する時間で表現されている通常処理音波探査断面図（Figure3），前関から回折波を消去したマイグレーシ

ヨン（migration〕処理断面図（Figure4），およびマイグレーション処理一深度変換断面図（Figure5）の 3種類の

図を作成した．
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Figur巴 1 Location map of multichannel seismic re自巴ctionpro長leoff Johan District, 

Northeast-Japan. 

Bathym巴tryis from M.S.A. (1980) 

M1 : Daiiti-Kasima Sea Mount M5 : Daigo-Kasima Sea Mount 

M2 : Daini-Kasima Sea Mount M6 : Katori Sea Mount 

M3: Daisan・KasimaSea Mount !Vh : Iwaki Sea Mount 

M4: Daiyon-Kasima Sea Mount 
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3. 海底地形

常磐沖の海底地形は陸倶lから，大陸棚・比較的広い深海平坦面・上部海溝斜面・水深 4000mベンチ・下部海

溝斜面・水深 6500mベンチ・海溝内壁斜面・海溝底〈翰〕・大洋側海溝斜面などに区分でき，深海平坦留はさら

に上部及ひ零下部深海平坦面に小区分できる．また下部深海平坦面と上部海溝斜面との聞にある傾斜変換点は，海

溝斜面ブレイクと呼ばれている（Figure6〕．

4. 地殻構造

構造を通常処理音波探査断面図，マイグレ｝ション処理断面図，およびマイグレーション処理一深度変換断面図

の上で解釈し，常磐沖構造解釈断面図を作成した（Figure7）.その概要を地域ごとの構造，大陸斜liiの層の地質

時代，および大陸斜面の構造発達過程に分けて記述する．説明の都合上，主な構造に対して名称、を付した σigure

6〕．

(1〕 大陸斜面の構造

大陸斜面は明瞭な成層を示す厚さ 1～3kmの堆積層と，成層がほとんどの地域で不明瞭な基盤とによって構

成されている．基盤は“顕著な反対面” Pによって堆積層と境され，波長 30～50kmの大規模な摺治構造をつ

くる．土産積層の祷治構造は大陸棚外縁部の非反転型，深海王手塩商務lの反転型，海溝斜面の移動型と地域的な特

徴を示し，それぞれの地域にシンセティック断層（syntheticfault），アンチセティック断層（antithetic

fault），逆断層など異なった断層系が卓越している．堆積層は不整合面や構造の違いによって ABCDEの5層

に分けることができる．基盤を下層とする各層の特徴的な構造はおおよそ次のとおりである.A～E層の堆積

盆地の分布を Figure8に示す．

CF層〕 この層はその上商をほぼ P として，大陵概下から海溝斜面中ほどの 6,500 m ベンチ下まで追跡

できる最下位層で，波長 30～50kmの大規模な摺曲構造を構成している．大陸棚外縁下の向斜部 S1には，こ

の反射面 Pの下にも著しい成層が厚さ約 lOkmにわたって見られる．しかしながら，その他の地域の音響的層

絡はー殺に透明で，このような規模の大きい成層構造は見られない.＂上部深海平坦面背斜”んから“深海平

坦面中部背斜”んにかけての P函のすぐ下には，起状lこ富んだ反射面が見られ， Pによって不整会に覆われて

いる．このためこの地域のP面はE層の基底としてとらえた方がよいのかも知れない．“下部深海王手坦面向斜”

S3 から海溝斜面の 6,500mベンチ下にかけての P面は，回折波によって生ずる著しい双曲線群で示され

(Figure 3），激しい変位を受けていることを示している．“海溝斜面ブレイク背斜” A3の東翼には上位層との間

に傾斜不整合が見られる．

CE層〉 P層の大規模な揺出構造によって分化した大陸棚下から“上部深海平坦面向斜”らまでの地域，

S3地域，“4,000mベンチ向斜” S4地域などを堆積盆地とする層で，層厚 0.5～1.2 kmの音響的透明層で特徴

づけられる．しかし，海溝斜面のお地域ではちりめん状の反射荷がかなり明瞭に加わりやや不透明となって

いる.S4の堆積金主1lの東縁はやや不明日奈である.E層の堆積盆地から外れていた F層の背斜 A2およびんは

隣接する E層上面とほぼ同一深度を示す比較的平坦な P面となっており，一方， E層と上位の D層との問に

は傾斜不整合関係が見られることなどから， E層堆積期間を通じてほぼ陸化していたことを示唆している可能

性が高い．

CD層〕 大陸棚および大陸斜面下のほぼ全域を堆積盆地として，東側は 6,500 mベンチ付近の下まで追う

にとができる．一般に反射面が比較的密に成層するやや不透明な層である.S1 • S3，および不明瞭ながらお地

域などに堆積の中心がある．その層厚はそれぞれ 1.0・1.0・1.6kmであり，海溝寄りが最も厚い．向斜 S1の
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Topographical section and major folding along track line Figure 6 

S1 : Shelf Break Syncline A1 : Upper Deep Sea Terrace Anticline 

S2 : Upper Deep Sea Terrace Syncline Az : Intermediate Deep Sea Terrace Anticline 

S3 : Lower Deep S巴aTerrac巴 SynclineA3 : Trench Slope Break Anticline 

U可

S4 : 4000 m Deep Bench Syncline A4 : 4000 m Deep Bench Anticline 

AN : Lower Deep Sea Terrace Anticline 
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A～E : Sedimentary layers of the continental slope 

F: Bas告mentof the continental slope 

Ao : Acoustical transparent layer of the outer trench slope 

Bo: Acoustical opaque layer, shown strong reflection, of the outer trench slope 

Co : Basement of Ao・Bolayer of the outer trench slope 

As : Alternations of acoustical opaque layer beneath the inner trench wall 

As' : Alternations of acoustical opaque layer beneath the lower trench slop巴

Mo : Mohorovicic discontinuity (presumably〕
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Figure 8 Changes of sedimentary basin of A～E layer off Joban District 

Pg: Paleogene, N: Neogene, N-Q: Neogene-Quaternay, Vertical 

axis : thickness of sedimentary layer. 

荷重喜部，んから S3に移行する地域など堆積の中心に向かう周辺地域の不透明な成層は顕著で，堆積盆地周辺

の潟地的な前置層状の堆積形態を示唆している．また，海溝斜面地域の音響的層相は E 層と同じく全体的に

不透明で，変位変形や堆積物の移動が，比較的安定な深海平坦面下に比べて激しいことを反映している．下位

の Eあるいは下層とは不整合関係にある．

cc層〉 D層と同じ地域を堆積盆地とする層で堆積の中心は S1・S2などに見られる．音響的層相も D層

とよく似たやや不透明な層で， 0.2～0.4kmの比較的薄い層厚を示す．大陸棚下ゃん地域などでは層の分布を

見ることができず，堆積後自1］最！！を受けた可能性がある．また C層堆積後の著しい構造運動によって形成された

“下部深海平坦面背斜” ANの頂部では海底に露頭となって削奉I］を受けている．海溝斜面ブレイク付近から海溝

斜面にかけての地域は上位の AB雨層とともに区分することが医真重である．

CB謄〕 大陸棚から深海平坦面にかけての S1・S2地域を堆積盆地とする透明に近い層で，およそ水平に

近い成層を示す．層厚は薄くおよそ 0,1～0.4 kmであり，二つの堆積盆地とも周縁部では下位層に対してア

パットしている．！習の上面には堆積後浸食されたと見られる浅い谷状の痕跡が局地的に認められる．

CA膚〉 大路樹から AN地域にかけて広く前置層状あるいはほぼ水平に堆積する透明な最上位震である．

大陸棚下ゃんの頂部地域などで下位の BC，あるいは D層との間に明瞭な傾斜不整合を示す．層厚はほぼ

0,3～0. 4 kmで S1とくにその西縁付近で B層同様最大値を示す．

(2〕 大洋側海溝斜面の構造

照縁隆起帯上にある海山（山頂水深 4,720 rn）から海溝底までの大洋側海溝斜面は上位から Ao・Bo・Coの3

層で構成され，海溝付近でやや急な 1～50の傾斜で海溝に向かって傾いている．これらの各層は主として 4～7

kmごとの断層によって切られ，地塁・地溝状の地形や構造をつくっている．

(Co層〉 Co層は大洋-0¥1］海溝斜面の最下位層として区分した音響的層相が比較約殺の半透明震である．強



8 M. SAKURAI, A. MOC!, ]. CHU]O, T. MIYAZAKI 

い反射商をもっ Bo層の基底として追跡でき，層の上部には地域的に成層状の構造が認められるが明らかでは

ない．海底下 6.5～7km付近に断片的ながら連続した反射面 Moを追跡することができる．深度から推して

モホ国の可能性がある．

(Bo層〉 Co層にのる非常に明瞭な帯状の強い反射面である.3～5層の不透明な単層とその間にある透明

層の互層から成り，層厚は 0.2～0.4kmとほぼ平均している．

(Ao層） 最上位の透明層である．局地約に成層告と示す反射面が認められる．層厚は 0.3～0.7kmで全体と

して海溝に向かって層厚を加えている．海溝底に近い地溝状の白地では局地的に厚い．海山の西麓では Ao層

が失われており地形的に浅く広い回所を形成している．

(3〕 海溝内陸斜面の構造

大陸性地殻と大洋性地殻の接点となる海溝敏から 6,500 m ベンチまで約 20km区間の構造は，これまで見

てきた大陸斜面の構造とはやや異なっている．“顕著な反射面” Pとして深海平坦面地域から追跡してきたでj醤

上面は， 6,500 mベンチ付近で分からなくなり，代わって，大洋銀lj海溝斜面地域から海溝執を越えて海溝内壁斜

面～海溝斜面下まで追跡できる Ao・Bo・Co麗，および特異な透明｝習の互層 Asが見られる．

cc。層〕 その上記は海溝軸から陸仮！Jへ約 50km, 4, 000 mベンチ付近の海底下約 9kmまで追跡すること

ができ，平均傾斜約 50の角度で深くなっている．しかしこれから先は大陸斜面の堆積層の多重反射E互に妨げ

られて分からなくなる．海溝教に近く，まだ Co層上国が比較的明瞭な海構内壁斜面下には，大洋仮lj海溝斜面

地域と同様，断層によって切られた長さ 5～6kmの傾動地塊状，または半地譲状の構造が見られる．

(Bo層〉 Co層の上面に平行にのった形態のまま追跡できる範聞は，海溝軸から約 4km入った海溝内壁

斜面の基部付近までであり，これから先は Co層との区分が難しくなっている．

(Ao層〕 大洋側海溝斜面において区分した Ao層が比較的明瞭に追跡できるのは海溝軸から海溝内壁斜

面を 2分している下半部のベンチまで，すなわち Coまたは Boj習が形成する海溝執から 2番目の半地溝状の田

地までである．この地域の Ao層は陸仮ljに向かってくさび状に厚さを加えており，層内の絢かい面は基盤にほ

ぼ平行して陸鋲ljに向かつて傾斜している．海溝車車に直接面している海溝内壁斜面の基部には細かい成層面を切

る逆断層が認められる．

(As層〉 海溝内壁斜面上半部の下には海溝軸から数えて 3番目の半地溝状の凹地を埋積し，かつ 6,500m

ベンチ前縁の高まり下の主な構造を構成している不透明・透明層の互層群－As層があって，下部海溝斜面下の

F 層と連続する半透明層に覆われている．また海溝内壁斜面の上・下半音~にはさらに小さなベンチ状の凹地が

あり，大陸斜扇倶ljの最上位層そのほかと推定される層が局地的に覆っている．

As 層は半f也溝状をなす基盤の底面に平行して践例lに傾斜しており，その陸｛国j端は半地溝状をなす基盤の折

れ曲った陸側のE互に半透明層を介してアパット（abut）している．亙層の長さは約 5kmでほぼ基盤の底面の

長さと同じであり，淳さは 3～4kmである．この層はこれを切る小断層系の方向性・密度・共役断層の有無・

明瞭さなどの相違によって，約 lkmの厚さを持つおよそ 4つの互層に小区分することができる．くさび状に

厚さを加える Ao層とは陸伊UJに傾斜する蕊に沿って傾斜不整合状に接しており，逆断層面を形成している可能

性がある．

詳しくは今後の考察を待たなくてはならないが，この地域の Ao層ほかが構成する構造は As層も含めて，

付加プリズム（accretionaryprism）の可能性が高い．

また，下部海溝斜liii下の P 面と Co との隠にも， As 層とよく似た強い反射面の互層 A~ が不明瞭ながらみ

られる.Co層上面に沿って 2～3kmの厚さに分布しており， C。層とともに深まっている．
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(4) 大陸斜面の層の地質時代

東北日本の三渡j中では日本海溝を横断する形で深海掘削が行われ（DSDPSta妊 Leg56, 57, 1978），これと前

後して実施されたマルチチャンネル反射法音波探査による地殻構造が明らかにされている〔石和問ほか， 1977;

DSDP Staff Leg 57, 1978；南雲， 1980）.これらの報告に基づきながら常磐沖の地殻構造を三陸沖と比較し，お

およその地質時代を推定しておくことにする（Figure9〕．

三陸i中と常磐j中の音響的層格，層厚，堆積金地には次のような共通点があげられる．すなわち，

① 三陵沖で新第三系～第四系，常磐沖で ABCD層とした堆積物がともに， 2～3kmとか 1～3km程度の

層厚変化に乏しい緩やかな成層構造をつくっており，それぞれ 4,000mベンチ及び6,500 mベンチ付近まで追

跡できること

② 三陸沖では古第三系が新第三系と不整合に lkm程度の層淳で分布し，先第三系基盤の隆起域では欠如

しているが，これは常磐沖に見られる E層の堆積形態に酷似していること

③ 三陸i中には顕著な音響基盤が第三系の基底にあって， s!.lli:系との関に傾斜不整合をつくっているが，常

磐沖の“顕著な反射面” Pが全く同じ形態をとっていることなどである．特Iこ，三陸沖の顕著な音響基盤と常

磐沖の“顕著な反射面” Pは，音響的層相や構造が酷似しており，深海王子坦面地域では連続性が比較的良く明

瞭であったものが，海溝斜面地域に入ると次第に断層の存在を示す変化に富んだ様相を畏し始め，それぞれ

4,000mベンチ及び 6,500mベンチを過ぎると消滅する．

このようなことから， A,B層を第四系一新第三系上部， C,D層を新第三系， E層を古第三系， F層を自立E系

と推定しておくことにする．

(5〕 大陸斜面の構造発達過程

常磐j中の構造解釈断面図から導いた堆積盆地の変遷（Figure8）をたどりながら，大陸斜面地域の構造発透過

程を大きくまとめてみると次のようにすろう．

白亜系 CF層）堆穫後 大陸棚や深海平坦面地域は陸化して陸上浸食を受けた．海溝斜面地域も陸化し，浸

食を受けた可能性がある．しかし大陸棚外縁付近には大規模な向斜音Bがあり，自立五系の土佐積中から継続して堆

積盆地として残され陸化しなかった可能性がある．このあと構造運動が起こり，白亜系は波長 30～50kmに

達する大規模な摺出構造を形成した．

古第三系（日層〕 この運動によって古第三系の堆積盆地が出来上がった．この堆積盆地は深海平坦面の

中程や海溝斜面ブレイク付近の基盤の高まりに境されて分化しており，比較的静かな環境の下で堆積した．層

の上面は堆積盆地を分けている基盤の高まりによって規制され，底上浸食を受けた．

新第三系 CD・ C j言〕 この時代になって堆積盆地は拡大し，分化していた堆積盆地は一つにまとまった．

また古第三紀には運動のなかった上部深海平坦面付近にも背斜運動が起こった．士問責の中心は現在の大陸棚外

縁付近，下部深海平坦面付近， 4,000m ベンチ付近などにあり，周縁音Bに見られる前置層状の不透明層の分布

から比較的活発に堆積が進んだことが推定される．特に，下部深海平坦00付近を中心とする堆積盆地では堆積

期間を通じて陸仮｜！からの堆積物の移動が優勢であったと見られる．また，海溝にもっとも近い 4,000mベンチ

付近の堆積盆地が最も深いと見られることから，大陸斜面の堆積盆地が全体として海溝｛員ljへ擦曲していく運動

がこの待代に始まっていた可能性が高い．大陸棚外縁付近の堆積盆地は継続的に存続した．

新第三系上部一第四系 CB・ A麗〕 ここで大規模な構造運動が起り，古第三系以降，下部深海平坦函を中

心に発達してきた向斜部は反転して背斜に転じた．この運動によって堆積盆地は分化し，新第三系上部一第四

系（B・A層〕が大陸捌から深海平坦面に広がる地域と海溝斜面地域に堆積した．特に海溝斜面の 4,000 mべ
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ンチ付近にある堆積盆地の中心は，古第三系から新第三系への移行とともに海溝仮ljへ移動し，新第三系一第四

系になって再び上部海溝斜面fjl,1］に移動したものと見られる．この間，上部及び下部深海平坦面付近の背斜部は

一時離水して不整合面を形成した．

5. まとめ

1979年11月，東北日本南部一常磐沖の大陸斜面・日本海溝および大洋側海溝斜面の海底地殻構造をマルチチ

ャンネル反射法音波探査によって調査し，これまでに分かつた概括的な構造を記載し，かっ構造発達過程を推論

した．大陸斜rmは第四系・第三系と推定される厚さ 1～3kmの堆穣層および自亙系と推定される基盤によって

構成されている．墓盤は波長 30～50kmの大規模な摺曲構造をつくり，堆積層の摺曲構造は大陸棚外縁部の非反

転型，深海平坦面部の反転型，海溝斜面部の移動裂と地域的な特徴を示し，それぞれの地域に syntheticfault 

antithetic fault，逆断層など異なった型の断層系が卓越しているのが見られる．大洋倶lj海溝斜面は上位から音響

的透明層，非常に明瞭な帯状の不透明層，およびその基盤である音響的な半透明層によって構成されており，地

主寄・地塁状の構造を伴いながら海溝軸に向かつて緩やかに傾斜している．基盤は海溝軸から大陸斜面下へ距離約

50km，平均傾斜約 50，海面下の深さ約 13kmまで追跡することができる海溝内壁斜面下には付加プリズムと

考えられる構造がある．これらに基づいて大陸斜面の構造発達過程をおおよそ次のように推論した．

①自重系堆積後感化した．②大陸搬外縁付近の向斜部は堆積盆地として取り残された可能性がある．③その後

構造運動が起こり，波長 30～50kmの大規模な摺曲構造を形成し，その向斜部は古第三系の分化した堆積盆地と

なった．③新第三系になって堆積盆地は拡大し，比較的活発に堆積が進むが，下部深海平坦函一海溝斜面の堆積

盆地はこの時代に海溝側へ擦曲する運動が始まった．⑤このあと構造運動が起こり，古第三系以降下部深海平坦

面を中心に発達してきた向斜音~は反転して背斜を形成した．⑥新第三系上部一第四系になって，堆積盆地は大陸

棚一上部深海平坦面を中心として再び広がり前置層状に堆積した．⑦この間大陸棚深海平坦志の背斜頂部など

は浸食を受け切頭された．

この報文は構造の概括的な記載と大陸斜面の構造発達過程の推論にとどまっている．大陸斜面の堆積層に見ら

れる摺出構造の地域的な特徴とこれに伴う断層系の型，付加プリズムと考えられる構造など，これらは大陸斜面

の構造運動を解くかぎとなりそうである．今後，大陵斜面・大洋ffiiJ海溝斜面の構造を詳細に検討し，その構造運

動を大洋性地殻（海洋フ。レート〉のサブダクション（subduction）と関係づけて見ていく必要がある．

（謝辞〉 この研究の計画並びに推進の任にあたられた科学技術庁研究調整局，実施に際して種々御配慮を頂

いた海上保安庁・第二管B:海上保安本部の関係、各位の並々ならぬ御尽力と御好意に対し厚く御礼申し上げたい．

また，この報文の作成に際しては水路部il¥IJ量；課小JllIE泰君に速度構造の検討や図類の作成をお願いした．記して

厚く街！干しを申し上げたい．
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Figure 3, 4, 5; You can see the individual file.




